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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】第１ケース１１０と第２ケース１２０が連結さ
れるケースにおいて、前記ケースの覆い部１１１を開封
した後、前記覆い部１１１の差込突起１１２を前記第２
ケース１２０の背面に位置する第２結合口１２３に差し
込むことで、開封されたケースを再封することができる
ガムケースを提供する。
【解決手段】内部空間にガムを入れて保管するガムケー
スにおいて、上面前端部と前面が開口され、長方形の形
状で構成される第１ケース１１０と第２ケース１２０；
前記第１ケース１１０の背面上端に構成され、その下端
に差込突起１１２が形成され、二段に折りたたみが可能
な覆い部１１１；前記第１ケース１１０の上面に前記差
込突起１１２と対応するように形成される第１結合口１
１３；前記第２ケース１２０の背面上端に構成され、前
記第１ケース１１０の下面に付着されて連結される連結
部１２１；前記第２ケース１２０の背面に前記差込突起
１１２と対応するように形成される第２結合口；を含め
て構成する。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
内部空間にガムを入れて保管するガムケースにおいて、
上面前端部と前面が開口され、長方形の形状で構成される第１ケースと第２ケース；
前記第１ケースの背面上端に構成され、その下端に差込突起が形成され、二段に折りたた
みが可能な覆い部；
前記第１ケースの上面に前記差込突起と対応するように形成される第１結合口；
前記第２ケースの背面上端に構成され、前記第１ケースの下面に付着されて連結される連
結部；
前記第２ケースの背面に前記差込突起と対応するように形成される第２結合口；
が含まれて構成されることを特徴とするガムケース。
【請求項２】
　前記連結部は前記第２ケースの背面上端から第２ケースの側面の縦の長さ分だけ離れた
部分に切り取り線が形成されることを特徴とする、請求項１記載のガムケース。
【請求項３】
　前記第１結合口と第２結合口の前端側が複数切り込まれることを特徴とする、請求項１
記載のガムケース。
【請求項４】
　前記覆い部は前記第１ケースの前面上端から下面方向に折りたたみが可能であり、前記
差込突起が前記第１結合口に差し込まれることを特徴とする、請求項１記載のガムケース
。
【請求項５】
前記覆い部は前記第２ケースの後面下端から前面方向に折りたたみが可能であり、前記差
込突起が前記第２結合口に差し込まれることを特徴とする、請求項１記載のガムケース。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本考案は内部にガムを入れて保管するガムケースに関し、更に詳しくは、２個のケー
スを連結し、ふたの役割をする覆い部の差込突起をケースの結合口に挿入することで、開
封されたケースを再びきれいに封をし、第１ケースに連結された第２ケースに入れられた
製品を食べ終えた後、これを除去し、前記第１ケースのみ封をして使用することが可能と
なるように製造されたガムケースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、ガムは多くの人が噛む嗜好品として、歯の衛生と歯の健康保護、口臭予防な
どの効能があり、脳の活動にも良く、ダイエット及び居眠り予防にも役立つことが知られ
ている。
【０００３】
　従来のガムの形態は主に、紙、銀紙及び外装紙に包まれた長方形の板ガムが大部分であ
ったが、最近販売されている碁石形状の機能性ガムの場合は、一つのケースに多量のガム
を包装することが主流である。
【０００４】
　前記板ガムの場合は、携帯が容易となるように包装単位を５～１２個程度の個包装で販
売しているが、碁石形状のガム（例えば、キシリトール）の場合は、紙ケースに包まれた
個包装の他に、大型容器に入れられたものと、詰め替え製品、簡易包装製品など大容量包
装をして販売しており、経済性を考慮する消費者から人気を得ている。
【０００５】
　図７と図８は従来のガムケースを図示した斜視図である。
【０００６】
　一方、従来の個包装で販売されている板ガムは２種類の形態があり、１つは、図７に図
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示されるように、多数個の板ガムを各々包装して一列に重ねた後、フィルムとアルミ、紙
から成る外装紙で全体を包んで外包装１０を形成し、この外包装１０を開封するために、
カットテープ１１が前記外包装１０の内層側の上端部に接着されている。
【０００７】
　もう１つは、図８に図示されるように、多数個の板ガムを各々包装し、２列に重ねて平
たい四角の紙ケース２０に挿入した後、閉じるようになっている。
【０００８】
　そして、前記紙ケース２０の上端には、ガムを収容及び抜き出すための引出し口２１が
形成されている。
【０００９】
　前記引出し口２１は、紙ケース２０の裏面に折り込み線が形成され、ケースの側面及び
前面に形成された切り取り線２２が両側面の連結部２３により封じられて接合され、引出
し口２１を上に押し上げると、前記引出し口２１が後ろに反らせながら紙ケース２０の上
端部が開封される。
【００１０】
　しかしながら、従来の板ガムの場合、外包装１０を開封するためにカットテープ１１を
剥くと、外包装１０の上端部が完全に取れて、分離された外包装１０部分を捨てなければ
ならず、カットテープ１１を全て剥がさずに、外包装１０部分を残しておくと、携帯及び
保管に不便である。
【００１１】
　更に、キシリトールガムを除外した一般の板ガムの場合、多数個のガムが四角の紙ケー
ス２０に収容されている製品はなく、一度カットテープ１１を剥がして開封してしまうと
、切り取った外包装１０部分を再び残った外包装１０に付着することができないという短
所がある。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【００１２】
　本考案の目的は、第１ケース１１０と第２ケース１２０が連結されるケース１００にお
いて、前記ケースの覆い部１１１を開封した後、前記覆い部１１１の差込突起１１２を前
記第２ケース１２０の背面に位置する第２結合口１２３に差し込むことで、開封されたケ
ースを再封することができるガムケースを提供することにある。
【００１３】
　更に、本考案の目的は、前記第２ケース１２０を除去し、前記第１ケース１１０の上面
に位置する第１結合口１１３に前記差込突起１１２を差し込むことで、第１ケース１１０
のみ封をして使用することができるように構成されたガムケースを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　前記目的を達成するために本考案は、内部空間にガムを入れて保管するガムケースにお
いて、上面前端部と前面が開口され、長方形の形状で構成される第１ケース１１０と第２
ケース１２０；前記第１ケース１１０の背面上端に構成され、その下端に差込突起１１２
が形成され、二段に折りたたみが可能な覆い部１１１；前記第１ケース１１０の上面に前
記差込突起１１２と対応するように形成される第１結合口１１３；前記第２ケース１２０
の背面上端に構成され、前記第１ケース１１０の下面に付着されて連結される連結部１２
１；前記第２ケース１２０の背面に前記差込突起１１２と対応するように形成される第２
結合口１２３；が含まれて構成されることを特徴とするガムケースを提供する。
【００１５】
　そして、前記連結部１２１は前記第２ケース１２０の背面上端から第２ケース１２０の
側面の縦の長さ分だけ離れた部分に切り取り線１２２が形成されることを特徴とする。
【００１６】
　好ましくは、前記第１結合口１１３と第２結合口１２３の前端側が複数切り込まれるこ
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とを特徴とする。
【００１７】
　更に、前記覆い部１１１は前記第１ケース１１０の前面上端から下面方向に折りたたみ
が可能であり、前記差込突起１１２が前記第１結合口１１３に差し込まれることを特徴と
する。
【００１８】
　更に好ましくは、前記覆い部１１１は前記第２ケース１２０の後面下端から前面方向に
折りたたみが可能であり、前記差込突起１１２が前記第２結合口１２３に差し込まれるこ
とを特徴とする。
【考案の効果】
【００１９】
　本考案に係るガムケースは、開封した後にも第２ケース１２０の第２結合口１２３に覆
い部１１１の差込突起１１２を差し込むことで、再びきれいに封をすることができる効果
がある。
【００２０】
　そして、本考案のガムケースにおいて、第２ケース１２０を除去した後、第１ケース１
１０の第１結合口１１３に差込突起１１２を差し込むことで、前記第１ケース１１０のみ
封をして使用することができる。
【００２１】
　更に、第１ケース１１０と第２ケース１２０に互いに異なる製品を収納することができ
るため、消費者の多様な欲求を充足することができる効果もある。
【考案を実施するための最良の形態】
【００２２】
　この好ましい実施例を通して本考案の目的、特徴及び利点を更に理解することができる
ようになり、以下、添付した図面を参照して本考案による好ましい一実施例を詳しく説明
するが、本考案がこれに限定されるわけではない。
【００２３】
　図１は本考案によるガムケースの一実施例を図示した結合斜視図であり、図２は図１に
おいて覆い部１１１がオープンされた状態を図示した斜視図であり、図３は本考案による
ガムケースの一実施例の開封状態を図示した斜視図である。
【００２４】
　更に、図４は本考案の第１ケース１１０と第２ケース１２０が連結される前の状態を図
示した斜視図であり、図５は本考案のケースから第２ケース１２０を除去する状態を図示
した斜視図であり、図６は本考案の第１ケース１１０のみを使用する場合を図示した結合
斜視図である。
【００２５】
　本考案によって具現されるガムケースの一実施例には、ケース１００の覆い部１１１を
開くと、第１ケース１１０と第２ケース１２０の２個のケースで構成されており、各々の
ケースに互いに異なる製品、もしくは同一製品を保管することができ、第２ケース１２０
は食べ終えた後に除去することができ、第１ケース１１０のみを使用することができるよ
うに構成されている。
【００２６】
　まず、図１及び図３に図示されるように、前記第１ケース１１０と第２ケース１２０の
両方が同一サイズの長方形の形状で準備され、各背面の上端側に位置する前面が開口され
ており、製品を出し入れすることができるように構成される。
【００２７】
　そして、前記第１ケース１１０と第２ケース１２０の各上面の前端部は、第１ケース１
１０と第２ケース１２０の各両側面が折り曲げられた後、一定長さに延長形成され、製品
の出し入れが更に容易となるように、一部が開口された形態で構成される。
【００２８】



(5) JP 3147401 U 2008.12.25

10

20

30

40

50

　図４に図示されるように、前記第２ケース１２０の背面上端には、前記第１ケース１１
０の後面に通常の接着剤を利用して付着して連結されるように、連結部１２１が延長形成
され、この連結部１２１は前記第２ケース１２０の背面上端から第２ケース１２０の側面
の縦の長さ分だけ離れた部分、即ち、前記連結部１２１の中央部分に切り取り線１２２が
形成される。
【００２９】
　そして、前記第１ケース１１０は背面上端が所定の長さに延長形成され、覆い部１１１
を形成する。
【００３０】
　前記覆い部１１１は、二段に折りたたみが可能なように形成されるが、前記第１ケース
１１０の前面を覆った後、上面方向に折りたたまれるように形成され、前記連結部１２１
により連結された第２ケース１２０の後面を覆った後、前記第２ケース１２０の背面方向
に折りたたまれるように形成される。
【００３１】
　更に、前記覆い部１１１の下端には、前記連結部１２１により連結された第１ケース１
１０と第２ケース１２０を固定するために差込突起１１２が形成される。
【００３２】
　前記第１ケース１１０と第２ケース１２０が連結された後、前記差込突起１１２が位置
する前記第２ケース１２０の背面に第２結合口１２３が対応するように配置され、前記差
込突起１１２が第２結合口１２３に挿入が可能となるように構成される。
【００３３】
　そして、前記第２ケース１２０を除去した後、前記第１ケース１１０のみ使用すること
が可能となるように、前記差込突起１１２と対応する位置、即ち、前記第１ケース１１０
の上面に第１結合口１１３が形成される。
【００３４】
　本考案の一実施例によるガムケースは、紙及びプラスチック材質を利用して製造される
。
【００３５】
　従って、前記差込突起１１２が前記第１結合口１１３及び第２結合口１２３に差し込ま
れる時、前記第１結合口１１３及び第２結合口１２３の前端側を下側に押しながら挿入さ
れるため、容易に差し込むことができる。
【００３６】
　そして、前記第１結合口１１３及び第２結合口１２３の前端側を複数切り込み、前記差
込突起１１２が更に円滑に挿入されるように構成することが好ましい。
【００３７】
　以下、前記のように構成された本考案による一実施例の作動状態を説明すると下記の通
りである。
【００３８】
　前記連結部１２１に接着剤を塗布して前記第１ケース１１０の後面に付着し、前記第２
ケース１２０と連結すると、図３に図示されるように、第１ケース１１０と第２ケース１
２０がぴったり配置された状態で連結される。
【００３９】
　その後、包装しようとする製品を前記第１ケース１１０と第２ケース１２０の内部に各
々入れる。
【００４０】
　そして、前記第２ケース１２０の前面が前記連結部１２１と接するように、第２ケース
１２０を前記第１ケース１１０の上面側に持ち上げて、前記第２ケース１２０の上面と第
１ケース１１０の上面が接するようにした後、前記覆い部１１１を第２ケース１２０の後
面下端で折り、前記差込突起１１２を第２結合口１２３に挿入して第１ケース１１０と第
２ケース１２０を固定結合する。
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【００４１】
　従って、図２に図示されるように、前記第２ケース１２０の前面は、前記連結部１２１
によりカバーされ、第２ケース１２０と前記第１ケース１１０は各々の前面と後面が互い
違いに交差した状態で配置されて結合される。
【００４２】
　一方、前記第２ケース１２０に収納されている製品を全て食べ終えて、内部が空になる
と、図５に図示されるように、前記連結部１２１の切り取り線１２２に沿って第２ケース
１２０を取り外し、前記第１ケース１１０から除去する。
【００４３】
　その後、前記覆い部１１１を前記第１ケース１１０の前面上端で折りたたんだ後、図６
に図示されるように、前記差込突起１１２を第１結合口１１３に挿入して前記第１ケース
１１０を覆う。
【００４４】
　従って、前記第１ケース１１０の内部に入れられた製品が出てこないように保管するこ
とができ、前記第１ケース１１０のみを便利に使用することが可能となる。
【００４５】
　前記にて本考案の特定な実施例を説明及び図示したが、本考案が当業者により多様に改
良され、実施される可能性があることは自明なことである。
【００４６】
　このように改良された実施例は本考案の技術的思想や展望から個別的に理解されてはな
らず、このように改良された実施例は本考案に添付された請求範囲内に属さなければなら
ない。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本考案によるガムケースの一実施例を図示した結合斜視図である。
【図２】図１において覆い部がオープンされた状態を図示した斜視図である。
【図３】本考案によるガムケースの一実施例の開封状態を図示した斜視図である。
【図４】本考案の第１ケースと第２ケースが連結される前の状態を図示した斜視図である
。
【図５】本考案のケースから第２ケースを除去する状態を図示した斜視図である。
【図６】本考案の第１ケースのみを使用する場合を図示した結合斜視図である。
【図７】従来のガムケースを図示した斜視図である。
【図８】従来のガムケースを図示した斜視図である。
【符号の説明】
【００４８】
１０　　外包装
１１　　カットテープ
２０　　紙ケース
２１　　引出し口
２２　　切り取り線
２３　　連結部
１００　ケース
１１０　第１ケース
１１１　覆い部
１１２　差込突起
１１３　第１結合口
１２０　第２ケース
１２１　連結部
１２２　切り取り線
１２３　第２結合口
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【図２】
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